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自己改革に関する組合員アンケート結果
JA豊橋　自己改革の取り組み
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◎豊橋市三ツ相町
中神 良典さんのお孫さん　

前
まえ

田
だ

 栞
か

瑚
こ

ちゃん（2歳）

	 櫂
たく

海
み

くん（2歳）

◎お家では何して遊んでる？
栞瑚ちゃん：砂遊び、おままごと
　櫂海くん：砂遊び、プラレール
◎好きな食べ物は何かな？
栞瑚ちゃん：パウンドケーキ、ミカン
　櫂海くん：ヨーグルト、イチゴ
◎好きな動物は？
栞瑚ちゃん：キリンさん
　櫂海くん：ゾウさん

◦
☆ママに聞きました
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★両親からメッセージ：みんなに感謝しながら元気にスクスク育ってね！
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C O N T E N T S目次▪

我が家のトッピーちゃん
未来を拓く協同組合 SDGsとJA

農に生きる

特集①◉ＪＡ豊橋　自己改革の取り組み
自己改革に関する組合員アンケート結果

トッピーのトピックス

ベジタブルライフ

シェフ永井のおすすめ

スマイル▪私の職場

グリーンアドバイス

特集②◉ふれあい友の会　親睦旅行
みんなの笑顔と温泉で癒される和みの旅

女性部だより

知っ得情報▪豊橋警察署だより

JA豊橋より▪
JAあいちエネルギーからのお知らせ

みんなの広場▪まちがいさがし

インフォメーション▪理事会だより

トッピーのむかしばなし▪編集後記

★広報担当者より

◎ふたりはどんな子ですか？
栞瑚ちゃん：天真爛漫、よく笑います。
　櫂海くん：マイペース、穏やかな子
ふたりとも今、トイレトレーニングを
頑張っています！

愛くるしい笑顔の栞瑚ちゃんと凛々
しい顔立ちの櫂海くん。いつも一緒、
なかよし双子ちゃんです。

撮影場所：のんほいパーク
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伊
古
部
町
の
ハ
ウ
ス
で
小
松
菜
を
栽
培
す
る
鈴

木
和
良
さ
ん
は
、
就
農
し
て
48
年
目
に
な
り
ま
す
。

農
業
高
校
を
卒
業
後
、
両
親
が
経
営
す
る
家
業
を

継
ぐ
形
で
就
農
し
ま
し
た
。

現
在
、
奥
さ
ん
や
7
人
の
パ
ー
ト
さ
ん
と
協
力

し
て
経
営
し
て
い
る
と
い
う
和
良
さ
ん
。
収
穫
や

袋
詰
め
の
作
業
は
パ
ー
ト
さ
ん
に
任
せ
、
種
ま
き

や
病
害
虫
防
除
、
水
や
り
な
ど
の
管
理
作
業
を
し

て
い
ま
す
。「
パ
ー
ト
さ
ん
は
細
か
い
と
こ
ろ
に

ま
で
よ
く
気
が
付
く
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
高

品
質
な
小
松
菜
を
出
荷
で
き
て
い
る
の
は
、
よ
く

働
い
て
く
れ
て
い
る
パ
ー
ト
さ
ん
た
ち
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

先
日
行
わ
れ
た
冬
季
農
産
物
品
評
会
で
組
合
長

賞
を
受
賞
し
た
和
良
さ
ん
。
今
後
の
目
標
は
揃
い

が
良
く
、
病
害
虫
被
害
の
な
い
も
の
を
、
L
サ
イ

ズ
中
心
で
出
荷
す
る
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。「
簡

単
に
栽
培
で
き
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
良
い
も
の

を
作
ろ
う
と
思
う
と
奥
が
深
い
作
物
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
年
は
新
し
い
品
種
の
導
入
や
土
に
藁

を
混
ぜ
て
通
気
性
や
保
水
性
の
良
い
土
壌
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
さ
ら
に
高
品
質
な
小
松

菜
を
作
る
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

お
す
す
め
の
食
べ
方
を
聞
く
と
、「
バ
ナ
ナ
や

ハ
チ
ミ
ツ
と
一
緒
に
ス
ム
ー
ジ
ー
に
す
る
の
が
お

す
す
め
で
す
。
自
分
は
毎
日
何
に
で
も
入
れ
て
食

べ
る
の
で
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
好
み
に
合
わ

せ
て
気
軽
に
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
和
良
さ
ん
か
ら
消
費
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

「
小
松
菜
は
鉄
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
特

に
女
性
に
お
す
す
め
で
す
。
他
に
も
免
疫
力
の
向

上
が
期
待
で
き
、
健
康
に
も
良
い
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
時
期
は
特
に
風
邪
な
ど
の
病
気
予

防
と
し
て
も
小
松
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ
し
い

で
す
。
豊
橋
産
は
市
場
か
ら
も
品
質
が
良
い
と
高

評
価
で
、
数
年
前
か
ら
は
市
内
の
学
校
給
食
に
も

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
購
入
の
際
は

ぜ
ひ
豊
橋
産
と
書
か
れ
た
小
松
菜
を
選
ん
で
買
っ

て
く
だ
さ
い
」

奥
さ
ん
や
パ
ー
ト
さ
ん
と
支
え
合
い
な
が
ら
、

毎
年
理
想
の
小
松
菜
を
追
い
求
め
る
和
良
さ
ん
で

し
た
。

豊
橋
市
伊
古
部
町
　
鈴す

ず

木き 

和か
ず

良よ
し

さ
ん（
65
歳
）

「
妻
や
パ
ー
ト
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、

高
品
質
な
小
松
菜
を

出
荷
し
続
け
た
い
」



農産物
販売金額
（年額）

性別年代

利用状況

JAの自己改革に関する
組合員アンケート結果
2019年１月から２月および９月から12月にかけ、JAが取り組んでいる

自己改革に対する評価をお伺いするため、組合員アンケートを実施しまし
た。今般、調査結果がまとまりましたのでご報告させていただきます。この
結果をもとにより一層、組合員の皆様の期待に応え、魅力ある地域の農業
やくらしを支えるJAとなれるよう努めてまいります。
ご協力いただいた組合員の皆様には、あらためてお礼申し上げます。

《調査対象組合員数》　
《　正組合員回収　》
《　准組合員回収　》

4,499 名
3,946 名
496 名

回収率98.7%
回収率99.4%

/ 4,000名
/ 499名

調 査 概 要

（注）  アンケート集計結果については、回収したもののうち、無効（誤答・無回答）のものを除いています。

■なし　■100万未満　■100～300万未満
■300～1000万未満　■1000万以上

■29歳以下　■30歳代　　■40歳代
■50歳代　　■60歳代　　■70歳代
■80歳代

■男性　■女性

30.7%

0.3%

27.6%

15.4%

19.6%

77.2%

20.3%

74.4%

88.3%

11.7%
■ある　■ない

■期待　■やや期待　■どちらかといえば期待　■どちらかといえば期待せず
■あまり期待せず　■期待せず

50.2%49.8%

24.3%

39.6%

13.4%

2.1%

16.4%

10.4%

12.3%

7.6%

■感じる　　■どちらかといえば感じる　
■どちらかといえば感じない　　■感じない ■総合事業を継続すべき　　■どちらかといえば継続すべき　

■どちらかといえば農業関連事業に特化すべき
■農業関連事業に特化すべき

2.5% 0.8%
3.6% 1.6%

あなたご自身について
農業関連事業

JAの必要性・総合事業の継続について

問 JAは地域農業やくらしにとって必要な存在だと
お感じになりますか？（対象：正・准組合員）

問 JAグループは、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」につながる分野を最重点として、下記の３つの事業を中心に
拡充・強化することとしています。それぞれの事業についてあてはまるものを１つ選んでください。（対象：正組合員）

問 JAは、農業関連事業や、信用事業・共済事業など、
様々な事業を行っています。このJAの総合事業に
ついて、どのようにお考えになりますか？
（対象：正・准組合員）

1．営農指導事業
期待度

■満足　■やや満足　■どちらかといえば満足　■どちらかといえば不満
■やや不満　■不満

満足度

■もともと良い　■改善した　■改善しつつある　■悪化しつつある
■悪化した　■もともと良くない

事業内容変化

61.9% 22.0% 11.9%

1.5%

2.1% 0.7%

27.4% 38.5% 23.0%

2.4%

2.1%

24.5% 18.7% 44.1%

6.5%

8.4%

2.0%

2.2%

4
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利用状況

利用状況

■ある　■ない

■期待　■やや期待　■どちらかといえば期待　■どちらかといえば期待せず
■あまり期待せず　■期待せず

48.9%51.1%

自己改革の認知度

2．農畜産物販売事業 期待度

■満足　■やや満足　■どちらかといえば満足　■どちらかといえば不満
■やや不満　■不満

満足度

■もともと良い　■改善した　■改善しつつある　■悪化しつつある
■悪化した　■もともと良くない

事業内容変化

61.5% 21.5% 12.7%

1.4%

2.1% 0.7%

22.5% 37.0% 25.8%

2.8%

2.1%

21.1% 16.4% 49.6%

9.8%

10.0%

1.3%

1.6%

■ある　■ない

■期待　■やや期待　■どちらかといえば期待　■どちらかといえば期待せず
■あまり期待せず　■期待せず

74.3%

25.7%

3．生産資材購買事業 期待度

■満足　■やや満足　■どちらかといえば満足　■どちらかといえば不満
■やや不満　■不満

満足度

■もともと良い　■改善した　■改善しつつある　■悪化しつつある
■悪化した　■もともと良くない

■総代会等　■パンフレット等　■イベント等　■ＪＡ役職員から　■その他の方法　■知らなかった

事業内容変化

51.5% 23.6% 18.3%

2.0%

3.6% 0.9%

26.4% 33.9% 26.4%

2.5%

2.4%

23.8% 16.8% 46.5%

8.4%

8.6%

1.3%

3.0%

12.4% 21.5% 6.1%12.1% 45.9%

1.9%

14.8%

83.3%

29.7%

64.2%

■応援したい　　■どちらかといえば応援したい　
■どちらかといえば応援したくない　■応援したくない

■必要　　■どちらかといえば必要　
■どちらかといえば不要　　■不要

1.3% 0.6% 4.1% 1.9%

准組合員制度

問 JAの事業を利用したり、地域の農畜産物を食べる
こと、農業体験などを通じて、JAの地域農業の振興
や地域づくり活動を応援したいと思いますか？
（対象：准組合員）

問 准組合員のJA事業利用は、正組合員（農業者）
にとっても必要だと思いますか？
（対象：正組合員）

75.2%

10.6%

89.4%

■阻害していない　■どちらかといえば阻害していない　
■どちらかといえば阻害している　　■阻害している ■制限しない方が良い　　■制限した方が良い

2.4% 0.9%

21.5%

問 准組合員のJA事業利用は、正組合員（農業者）が
利用する農業関連事業の改善を阻害していると
思いますか？（対象：正組合員）

問 准組合員のJA事業利用が制限されることに
ついてどうお考えですか？
（対象：正・准組合員）

農業関連事業では、営農指導事業・農畜産物販売事業を利用されている方は約半数、生産資材購買事
業を利用されている方は約75％でありました。また、各事業ともに「期待度」「満足度」に関しては高い結果
となった一方、事業内容変化については「改善しつつある」が約半数となり、改善結果を実感いただいてい
ないと考えられます。
准組合員については、正組合員またJAにとって必要であり、事業利用を制限すべきではないとの結果を
得ることができました。
今後も継続して、組合員の皆様の満足度や利便性向上に努めてまいります。

まとめ
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利用状況
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問 JAの事業を利用したり、地域の農畜産物を食べる
こと、農業体験などを通じて、JAの地域農業の振興
や地域づくり活動を応援したいと思いますか？
（対象：准組合員）

問 准組合員のJA事業利用は、正組合員（農業者）
にとっても必要だと思いますか？
（対象：正組合員）

75.2%

10.6%

89.4%

■阻害していない　■どちらかといえば阻害していない　
■どちらかといえば阻害している　　■阻害している ■制限しない方が良い　　■制限した方が良い

2.4% 0.9%

21.5%

問 准組合員のJA事業利用は、正組合員（農業者）が
利用する農業関連事業の改善を阻害していると
思いますか？（対象：正組合員）

問 准組合員のJA事業利用が制限されることに
ついてどうお考えですか？
（対象：正・准組合員）

農業関連事業では、営農指導事業・農畜産物販売事業を利用されている方は約半数、生産資材購買事
業を利用されている方は約75％でありました。また、各事業ともに「期待度」「満足度」に関しては高い結果
となった一方、事業内容変化については「改善しつつある」が約半数となり、改善結果を実感いただいてい
ないと考えられます。
准組合員については、正組合員またJAにとって必要であり、事業利用を制限すべきではないとの結果を

得ることができました。
今後も継続して、組合員の皆様の満足度や利便性向上に努めてまいります。

まとめ

7
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T O P P Y ' S  T O P I C S
ト ッ ピ ー の ト ピ ッ ク ス

新成人職員と白井組合長ら役員

し
農
家
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
い
か
に
農
業
生
産

を
安
定
さ
せ
、
経
営
を
行
う
か
が
ま
す
ま
す
求

め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
技
術
の
向
上

と
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、
産
地
競
争
力

を
高
め
る
と
と
も
に
、
消
費
者
か
ら
求
め

ら
れ
る
安
全
で
安
心
な
農
産
物
の
安
定
供

給
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
審
査
講
評
を
述

べ
ま
し
た
。

授
与
式
終
了
後
に
は
出
品
さ
れ
た
農
産

物
の
即
売
会
を
開
き
、
多
く
の
市
民
が
豊

橋
特
産
の
農
産
物
を
買
い
求
め
ま
し
た
。

入
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

第
23
回
豊
橋
農
協
冬
季
農
産
物
品
評
会

安
藤
智
啓
さ
ん
が
愛
知
県
知
事
賞
を
受
賞

J
A
豊
橋
は
2
月
5
日
と
6
日
の
両
日
、
豊

橋
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ア
で
第
23
回
豊
橋
農
協
冬
季

農
産
物
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
、

ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
市
内
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
野
菜
4
0
1
点
の
ほ
か
、
デ
ル
フ
ィ
ニ

ュ
ー
ム
や
バ
ラ
な
ど
花
き
類
52
点
、
計
4
5
3

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
5
日
の
審
査
で
は
、

愛
知
県
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普

及
課
と
農
政
課
、
豊
橋
市
役
所
、
J
A
あ
い
ち

経
済
連
、
卸
売
市
場
、
コ
ー
プ
あ
い
ち
の
担
当

者
ら
18
人
が
審
査
員
を
担
当
。「
消
費
者
ニ
ー

ズ
の
適
合
」「
外
観
、
揃
い
」「
生
産
が
安
定
し

て
お
り
品
質
の
優
れ
て
い
る
こ
と
」
を
重
点
に

お
き
、
品
目
に
よ
っ
て
は
糖
度
、
食
感
な
ど
の

内
容
審
査
も
合
わ
せ
、
合
議
制
で
特
選
25
点
を

選
び
、
イ
チ
ゴ
を
出
品
し
た
安
藤
智
啓
さ
ん
が

最
高
位
の
愛
知
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

6
日
に
行
っ
た
褒
賞
授
与
式
で
審
査
委
員
長

を
務
め
た
愛
知
県
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
農

業
改
良
普
及
課
の
山
㟢
一
郎
課
長
は
「
今
年
は

各
地
で
記
録
的
な
暖
冬
と
な
り
、
農
産
物
全
般

に
潤
沢
な
出
荷
が
続
く
一
方
で
、
価
格
が
低
迷

愛知県知事賞を受賞した安藤さんと出品されたイチゴ

出品された農産物を審査する担当者ら

賞
　
名

品
　
名

事
業
所

入
賞
者

愛
知
県
知
事
賞

い
ち
ご

第
六
事
業
所

安
藤
智
啓

豊
橋
市
長
賞

ミ
ニ
ト
マ
ト

第
五
事
業
所

鈴
木 

篤

豊
橋
市
議
会
議
長
賞

ト
マ
ト

第
五
事
業
所

伴
野
貴
士

愛
知
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

キ
ャ
ベ
ツ

第
五
事
業
所

西
土
雅
輝

愛
知
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞

な
す

第
三
事
業
所

髙
栁
正
則

東
京
青
果
㈱
社
長
賞

え
ん
ど
う

第
二
事
業
所

神
藤
一
正

浜
松
青
果
㈱
社
長
賞

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

第
一
事
業
所

白
井
伸
治

武
生
青
果
㈱
社
長
賞

ト
マ
ト

第
五
事
業
所

渡
辺
里
始

東
京
荏
原
青
果
㈱
社
長
賞

キ
ャベツ

第
一
事
業
所

福
井
栄
二

セ
ン
ト
ラ
イ
青
果
㈱
社
長
賞

大
葉

第
四
事
業
所

髙
田
克
明

J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
㈱
社
長
賞

ミ
ニ
ト
マ
ト

第
五
事
業
所

早
川
智
洋

東
果
大
阪
㈱
社
長
賞

キ
ャ
ベ
ツ

第
二
事
業
所

神
藤
敏
彦

名
古
屋
青
果
㈱
社
長
賞

え
ん
ど
う

第
三
事
業
所

船
井
辰
哉

長
野
県
連
合
青
果
㈱
社
長
賞

ミ
ニ
ト
マ
ト

第
四
事
業
所

鈴
木
和
彦

大
田
花
き
㈱
社
長
賞

デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム

第
一
事
業
所

村
田
尚
也

札
幌
花
き
園
芸
㈱
社
長
賞

バ
ラ

第
三
事
業
所

園
部
道
生

丸
果
石
川
中
央
青
果
㈱
社
長
賞

水
耕
ね
ぎ

第
四
事
業
所

村
松
和
典

東
京
新
宿
ベ
ジ
フ
ル
㈱
社
長
賞

ミ
ニ
ト
マ
ト

第
六
事
業
所

佐
野
善
洋

横
浜
丸
中
青
果
㈱
社
長
賞

グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ

第
三
事
業
所

彦
坂
正
志

大
果
大
阪
青
果
㈱
社
長
賞

白
菜

第
一
事
業
所

白
井
知
典

㈱
豊
橋
中
央
青
果
市
場
社
長
賞

い
ち
ご

第
四
事
業
所

佐
藤
信
仁

東
京
シ
テ
ィ
青
果
㈱
社
長
賞

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

第
五
事
業
所

林 

哲
哉

岐
果
岐
阜
青
果
㈱
社
長
賞

玉
レ
タ
ス

第
五
事
業
所

森
　
奎
介

豊
橋
農
業
協
同
組
合
長
賞

小
松
菜

第
二
事
業
所

鈴
木
和
良

豊
橋
農
業
協
同
組
合
長
賞

グ
ロ
リ
オ
サ

第
二
事
業
所

白
井
真
次

■
入
賞
者 

特
選
25
点
（
敬
称
略
）
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感謝の気持ちを花に添えて…。

「お母さん、いつもありがとう」

豊
橋
市
、
田
原
市
、
豊
川
市

の
3
市
は
2
月
11
日
、
J
A
豊

橋
、
J
A
愛
知
み
な
み
、
J
A

ひ
ま
わ
り
の
3
J
A
と
連
携
し
、

豊
橋
駅
東
西
自
由
通
路
で
「
東

三
河
3
市
対
抗
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ

ン
タ
イ
ン
ダ
ー
ビ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
が

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
デ
ル

フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム（
豊
橋
市
）、
マ

ム（
田
原
市
）、
バ
ラ（
豊
川
市
）
の
一
輪
ブ
ー

J
A
豊
橋
は
共
済
連
の
地

域
・
農
業
活
性
化
活
動
助
成

を
活
用
し
て
業
務
で
使
用

す
る
車
両
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

3
6
0
度
録
画
で
き
る
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
、
動
く

防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て
地
域
の

安
全
を
見
守
る
こ
と
と
、
運

転
状
況
を
記
録
す
る
こ
と
に

よ
り
運
転
す
る
職
員
の
安
全

運
転
の
啓
発
に
つ
な
が
る
こ

J
A
豊
橋
は
共
済
連
の
地
域
・
農
業
活
性
化

活
動
助
成
を
活
用
し
て
製
作
し
た
「
ソ
ー
ラ
ー

式
L
E
D
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ト
付
き
交
通
安
全

立
て
看
板
（
ナ
イ
ト
ポ
リ
ス
）」
52
本
を
交
通

安
全
協
会
豊
橋
支
部
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
2
月

6
日
、
豊
橋
警
察
署
で
贈
呈
式
が
あ
り
、
白
井

滅
し
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
を
促
し
ま
す
。「
ナ

イ
ト
ポ
リ
ス
」
は
同
協
会
を
通
し
て
市
内
の
小

学
校
に
配
布
し
、
通
学
路
な
ど
に
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
に
贈
呈
し
た
「
ナ
イ
ト
ポ
リ

ス
」
に
取
り
付
け
る
ソ
ー
ラ
ー
式
L
E
D
ラ
イ

ト
1
0
4
個
も
併
せ
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

ケ
を
合
計
1
0
0
0
本

用
意
し
、
男
性
の
通
行

人
に
一
つ
選
ん
で
も
ら

い
、
ど
の
花
が
最
初
に

配
り
終
え
る
か
を
競
い

ま
し
た
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
海

外
で
は
男
性
が
女
性
に

感
謝
の
気
持
ち
と
と
も

に
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
日
と
な
っ
て
お
り
、
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ

ン
は
新
た
な
日
本
の
花
贈
り
文
化
と
し
て
定
着

さ
せ
よ
う
と
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

取
り
組
み
で
す
。
東
三
河
3
市
が
行
う
同
ダ

ー
ビ
ー
は
今
回
で
4
回
目
。
各
市
、
J
A
担
当

者
ら
は
「
大
切
な
お
母
さ
ん
、
恋
人
、
奥
様
に

花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け

な
が
ら
各
市
自
慢
の
花
を
手
渡
し
ま
し
た
。
花

を
受
け
取
っ
た
男
性
の
中
に
は
照
れ
な
が
ら
も

そ
の
場
で
女
性
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
人
も
お
り
、

会
場
一
帯
は
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ダ
ー
ビ
ー
の
結
果
は
豊
橋
市
の
デ
ル
フ
ュ
ー

ム
が
2
回
目
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
取
り
付
け
る
車

両
は
J
A
が
業
務
で
使
用
す

る
全
車
両
で
、
令
和
元
年
度

は
各
支
店
と
事
業
所
に
あ
る

64
台
に
設
置
し
ま
し
た
。
令

和
2
年
度
は
本
店
の
業
務
車

両
に
も
順
次
取
り
付
け
て
い

く
予
定
で
す
。

良
始
組
合
長
が
同
協
会
の
青
木
良
浩
支
部

長
に
ナ
イ
ト
ポ
リ
ス
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ナ
イ
ト
ポ
リ
ス
は
昼
間
に
は
「
学
童
多

し
注
意
！！
」
の
交
通
安
全
標
語
が
表
示
さ

れ
、
暗
く
な
る
と
反
射
材
が
ラ
イ
ト
の
光

を
受
け
て
、
夜
光
チ
ョ
ッ
キ
を
着
て
停
止

棒
を
持
っ
て
い
る
警
察
官
の
シ
ル
エ
ッ
ト

が
浮
か
び
上
が
る
仕
掛
け
。
看
板
の
上
に

取
り
付
け
ら
れ
た
L
E
D
は
夜
間
赤
く
点

フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン

大
切
な
人
に
花
を
贈
ろ
う
！

業
務
車
両
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置

動
く
防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て
地
域
の
安
全
に
貢
献

交
通
安
全
立
て
看
板
を
寄
贈

「
ナ
イ
ト
ポ
リ
ス
」で
子
ど
も
た
ち
を
守
る

「どっちのデルフィニュームがいいかなぁ」

「これからもよろしく」

業務車両に設置したドライブレコーダー

青木支部長に「ナイトポリス」を
手渡す白井組合長と伊藤常務
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トマトを紹介するボイメンメンバーと白井部会長

「いっぱいすくえるかな」

2
月
28
日
、
J
A
共
済
連

愛
知
が
提
供
す
る
東
海
テ
レ

ビ
「
ボ
イ
メ
ン
の
あ
い
ち
農

業
塾
！
」
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
版

の
収
録
が
行
わ
れ
、
高
糖
度

ト
マ
ト
「
美
」
と
ト
マ
ト
選

果
場
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
社
会
見
学
＆
野

外
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
、
メ

ン
バ
ー
の
水
野
勝
さ
ん
、
小

林
豊
さ
ん
、
平
松
賢
人
さ
ん

生
活
燃
料
課
は
2
月
15
日
、
第
五
事
業
所
で

第
2
回
J
A
豊
橋
ガ
ス
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭
を
開

き
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
J
A
ガ
ス
利
用
者
へ
の
日

頃
の
感
謝
を
込
め
て
昨
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
、

東
海
テ
レ
ビ「
ボ
イ
メ
ン
の
あ
い
ち
農
業
塾
！
」

ト
マ
ト
選
果
場
見
学
と
収
穫
体
験

ガ
ス
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭

ガ
ス
で
過
ご
す
快
適
生
活
を
お
す
す
め

の
他
、
東
海
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
田
島

卓
生
さ
ん
ら
が
ト
マ
ト
選
果
場
を
訪
問
。
J
A

豊
橋
市
学
校
給
食
協
会
と

J
A
豊
橋
は
1
月
29
日
、「
と

よ
は
し
産
学
校
給
食
の
日
」
と

し
て
石
巻
小
学
校
の
3
年
生
43

人
を
対
象
に
、
豊
橋
産
の
キ
ャ

ベ
ツ
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

豊
橋
市
で
は
、
市
内
の
小
・

中
学
校
の
給
食
に
地
元
農
産
物

控
え
た
24
日
に
「
ゆ
で
や
さ

い
」
と
し
て
豊
橋
産
キ
ャ
ベ

ツ
が
提
供
さ
れ
、
児
童
ら
は

「
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
嬉

し
そ
う
に
笑
顔
で
キ
ャ
ベ
ツ

を
頬
張
り
ま
し
た
。

授
業
で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
部

会
の
鈴
木
嵩
史
副
部
会
長
と

営
農
指
導
課
職
員
が
講
師
と

し
て
同
校
を
訪
問
。
は
じ
め

昨
年
11
月
、
2
0
2
0
年
度
前
期
放
送
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
エ
ー
ル
」の
撮
影
が
小
松

原
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し

て
夏
目
陽
一
郎
常
務
理
事
が
出
演
し
ま
し
た
。

「
エ
ー
ル
」
は
福
島
出
身
の
作
曲
家
・
古

関
裕
而
と
そ
の
妻
で
豊
橋
出
身
の
古
関
金
子

を
モ
デ
ル
と
し
た
ド
ラ
マ
で
す
。
福
島
で
は

10
月
に
、
豊
橋
で
は
11
月
に
ロ
ケ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
し

て
お
り
、
毎
年

冬
期
の
間
に
は

豊
橋
産
の
キ
ャ

ベ
ツ
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
同

校
で
は
授
業
を

に
J
A
職
員
が
豊
橋
の
農
産
物
や
市
内
の
生
産

作
物
の
中
で
最
も
多
く
作
ら
れ
て
い
る
キ
ャ
ベ

ツ
の
作
付
け
面
積
を
ク
イ
ズ
に
し
て
紹
介
し
、

そ
の
後
、
鈴
木
副
部
会
長
が
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培

方
法
を
写
真
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

春
系
と
冬
系
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

違
い
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
実
際
に
キ
ャ
ベ

ツ
の
食
べ
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。

と
よ
は
し
産
学
校
給
食
の
日

小
学
生
に
地
元
農
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
エ
ー
ル
」の
撮
影

夏
目
常
務
が
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
　

春系と冬系キャベツの違いを
説明する鈴木副部会長

豊橋産キャベツを嬉しそうに頬張る児童

エキストラを演じる夏目常務

り
な
ど
も
あ
り
、会
場
に
は
多
く
の
家
族
連
れ

が
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
課
に
よ
る
軽

自
動
車
や
シ
ニ
ア
カ
ー
の
展
示
も
同
時
に
行
わ

れ
、
組
合
員
と
J
A
と
の
貴
重
な
ふ
れ
あ
い
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
で
2
回
目
。
当
日
は
、
J
A
ガ
ス
利

用
者
や
ガ
ス
機
器
の
購
入
予
定
者
な
ど
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
最
新
の
コ
ン
ロ
、
給
湯
器
、

炊
飯
器
な
ど
が
並
び
、来
場
者
は
気
に
な

る
機
器
の
説
明
を
ス
タ
ッ
フ
か
ら
聞
い
た

り
、
実
際
に
触
れ
て
み
た
り
す
る
な
ど
し

て
使
い
や
す
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。
抽
選

会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、
お
菓
子
の
す
く
い
ど

職
員
か
ら
選
別
方
法
の
ポ
イ
ン
ト

や
甘
い
ト
マ
ト
の
見
分
け
方
な
ど

を
教
わ
り
な
が
ら
、
最
先
端

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
選
果

の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
西
赤
沢
町
に
あ

る
ト
マ
ト
部
会
の
白
井
俊
也

部
会
長
の
ハ
ウ
ス
に
移
動
し
、

土
を
使
わ
な
い
養
液
栽
培
の

仕
組
み
な
ど
天
皇
杯
を
受
賞

し
た
こ
だ
わ
り
の
ト
マ
ト
栽

⃝放送予定日時／3月21日㈯ 10：55〜11：25

培
の
特
徴
を
、
ク
イ
ズ
や
収
穫
体
験
な
ど

を
通
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
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中
、
下
に
振
り
分
け
、
豊
凶
を
占
い
ま
し
た
。

令
和
2
年
は
大
麦
、
小
麦
、
小
豆
、
麻
、
大さ

角さ

豆げ

、
黍き
び

、
蕎
麦
が
大
吉
と
な
り
ま
し
た
。作物名が書いてある板の上に

粥を出して占う

石
巻
神
社
山
上
社
で
2
月
8
日
、
管く
だ

粥が
ゆ

祭ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
管
粥
祭
は
毎
年
旧
暦
1
月

15
日
の
早
朝
に
行
い
、
そ
の
年
の
作
物
の
豊
凶

を
占
う
神
事
で
す
。

拝
殿
中
央
に
置
か
れ
た
釜
で
3
升

の
米
で
粥
を
作
り
、
そ
の
中
に
作
物

ご
と
に
し
る
し
が
付
け
て
あ
る
18
本

の
葦よ
し

の
管
を
入
れ
、
祝の
り

詞と

を
奏
上
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
榊さ
か
きの
枝
で
釜
を

か
き
混
ぜ
て
葦
の
管
を
取
り
出
し
、

管
の
中
に
入
っ
た
粥
の
量
を
神
主
が

見
て
、
18
の
作
物
を
、
大
吉
、
中
吉
、

石
巻
神
社
管
粥
祭

管
に
入
っ
た
粥
の
量
で
作
物
の
豊
凶
を
占
う

道
の
駅
と
よ
は
し
と
「
季

節
誌
し
ず
く
」
は
2
月
11
日
、

「
第
2
回
と
よ
は
し
サ
ラ
ダ

B
A
R 

と
よ
は
し
サ
ラ
ダ

を
作
ろ
う
」
を
開
き
ま
し
た
。

地
元
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
を

市
民
に
お
い
し
く
食
べ
て
も

ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で

約
30
人
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

使
用
し
た
野
菜
は
J
A
ミ

ニ
ト
マ
ト
部
会
あ
ま
え
ぎ
み
研
究
会
が
用
意
し

た
色
と
り
ど
り
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
は
じ
め
、
あ

ぐ
り
パ
ー
ク
食
彩
村
に
出
荷
さ
れ
た
地
元
の
野

菜
ば
か
り
を
揃
え
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
シ

第
六
事
業
所
青
年
部
会
は
2
月
13
日
、
14
日

の
両
日
、
地
域
交
流
の
一
環
と
し
て
管
内
の
8

つ
の
保
育
園
な
ど
に
イ
チ
ゴ

の
プ
ラ
ン
タ
ー
苗
と
パ
ッ
ク
詰

め
の
イ
チ
ゴ
を
配
る
「
す
き

す
き
イ
チ
ゴ
大
作
戦
！
」を
行

い
ま
し
た
。
豊
橋
特
産
の
イ

チ
ゴ
を
通
し
て
、
育
て
る
楽

し
み
や
収
穫
の
喜
び
を
子
ど

も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
平
成
5
年
か
ら
始
め
て
今

年
で
27
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
牛
川
育
英

幼
稚
園
で
は
、
部
会
員
の
佐

野
善
洋
さ
ん
と
石
井
健
太
郎

愛
知
県
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
東
三

河
支
部
豊
橋
ブ
ロ
ッ
ク
（
N
S
A
31
）
は
2
月

22
日
、
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
豊
橋
で
食
育
講
座
「
豊

講
座
の
最
後
に
は
メ
ン
バ
ー
が
2
年
前
に
仕

込
ん
だ
み
そ
で
作
っ
た
特
製
み
そ
汁
を
参
加
者

全
員
で
味
わ
い
ま
し
た
。

ッ
シ
ン
グ
が
濃
い
味
に
な
り
が
ち
。
塩
茹
で
し

て
薄
味
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
使
う
な
ど
味
の
バ

ラ
ン
ス
を
調
節
し
な
が
ら
食
べ
て
ほ
し
い
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

さ
ん
が
イ
チ
ゴ
の
被
り
物
を
し
て
訪
問
。
年
少

か
ら
年
長
ま
で
の
園
児
約
2
0
0
人
に
イ
チ
ゴ

の
プ
ラ
ン
タ
ー
苗
4
つ
と
パ

ッ
ク
詰
め
の
イ
チ
ゴ
「
あ
き

ひ
め
」
12
パ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。「
日
光
と

水
と
肥
料
を
た
く
さ
ん
あ
げ

て
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
言

っ
て
手
渡
し
、
園
児
か
ら
は

お
礼
の
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
園
児
か
ら
の
質

問
に
答
え
る
な
ど
イ
チ
ゴ
の

栽
培
方
法
や
魅
力
に
つ
い
て

も
伝
え
、
園
児
ら
と
楽
し
く

交
流
し
ま
し
た
。

橋
産
大
豆
☆
3
種
の
み
そ
を
仕
込
む
会
！
」

を
開
き
、
18
人
の
市
民
が
受
講
し
ま
し
た
。

N
S
A
31
メ
ン
バ
ー
で
大
豆
の
生
産
者
の
福

井
直
子
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
米
、
麦
、
豆

の
麹
を
使
っ
て
3
種
の
み
そ
を
仕
込
み
ま
し

た
。
煮
た
て
た
豊
橋
産
大
豆
を
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
潰
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
麹
を
混

ぜ
合
わ
せ
、
焼
酎
で
殺
菌
し
た
容
器
に
空
気

が
入
ら
な
い
よ
う
に
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

と
よ
は
し
サ
ラ
ダ
B
A
R

地
元
野
菜
の
お
い
し
い
食
べ
方
を
紹
介

す
き
す
き
イ
チ
ゴ
大
作
戦
！

お
い
し
い
イ
チ
ゴ
が
で
き
る
か
な

N
S
A
31 

食
育
講
座

3
種
の
自
家
製
み
そ
を
仕
込
む

サラダの作り方を紹介する三浦さん

「おいしいイチゴをどうぞ」

「おいしいみそになりますように…」

ェ
フ
の
経
験
を
持
ち
、
現

在
は
市
内
で
ラ
ー
メ
ン
店

を
経
営
し
て
い
る
講
師
の

三
浦
啓
史
さ
ん
が
ミ
ニ
ト

マ
ト
ジ
ャ
ム
に
お
好
み
の

オ
イ
ル
を
混
ぜ
て
つ
く
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
の
作
り
方
や
地
元
野
菜

の
お
い
し
い
食
べ
方
を
紹

介
。「
生
の
ま
ま
の
野
菜

だ
と
味
が
薄
い
の
で
ド
レ
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作り方

作り方

材料（2人分）

材料（2人分）

アドバイス

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人（
ハ
レ
ジ
ン
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

エビ………………………………2尾
フキのとう…………………………1本
タラの芽 …………………………2本
オニオンスライス……………… 適宜
ミニトマト …………………………2個
サラダ油 ……………………… 適宜
ソース
　マヨネーズ ……………… 大さじ２
　レモン汁 ………………… 小さじ1
　粉さんしょう…………… 小さじ1/2
フリッター粉
　小麦粉 ……………… 3/4カップ
　炭酸水 ……………… 3/4カップ

サワラ ………………… 2切れ（30g）
ハクサイ（芯の部分）……… 1/8個
スルメイカ …………………… 適宜
ヒラタケ ………………… 1/4パック
スナップエンドウ …………………2個
ショウガ薄切り……………………2枚
合わせだし
　かつおだし ……………… 3カップ
　みりん …………………… 大さじ2
　酒 ……………………… 大さじ2
　薄口しょうゆ……………… 大さじ１
　塩 …………………… 小さじ1/2

「
サ
ワ
ラ
と
ハ
ク
サ
イ
の

サ
ッ
と
煮

　
　
　
　
　」

「
エ
ビ
と
春
野
菜
の

フ
リ
ッ
タ
ー
　
　」

（1）フリッター粉とソースの材料をそれぞれよく混ぜ合わせておく。

（2）エビ、半分に切ったフキのとう、タラの芽をフリッター粉にくぐらせ、
180度に熱したサラダ油で2～3分揚げる。

（3）皿に土台としてオニオンスライスを置き、（２）を盛り付け、ミニトマトをあ
しらい、容器に入れたソースを添えて出来上がり。

（1）鍋に合わせだしを入れて沸かし、ハクサイ、切ったスルメイカ、ショウガを
入れ、中火で5分ほど煮る。

（2）塩をして1時間ほど置いたサワラ、ヒラタケ、スナップエンドウを鍋に加
え、5分ほど煮る。

（3）鍋の火を消し30分程度味を含ませ、ハクサイは半分程度に切り、他
の食材と器に盛る。再び鍋を火にかけ、残っているだしを熱くする。だ
しを掛けて出来上がり。

炭酸水の代わりにビールを使ってもＯＫ。冷めてもカリカリとなる。
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組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

高
豊
支
店
の
夏
目
で
す
。
今
月
は
私
が

勤
め
て
い
る
高
豊
支
店
を
紹
介
し
ま
す
。

高
豊
支
店
は
豊
橋
市
の
南
に
あ
る
支
店

で
、
管
内
の
伊
古
部
海
岸
を
西
に
向
か

う
と
田
原
市
と
い
う
地
域
で
す
。

支
店
管
内
は
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
マ
ト
な
ど
様
々
な
作
物

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年

6
月
に
は
「
さ
さ
ゆ
り
の
里
ま

つ
り
」
が
開
か
れ
、
さ
さ
ゆ
り

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
高
豊
支
店
に
配
属
に
な

り
融
資
を
担
当
し
て
2
年
目
が

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
支

店
内
は
非
常
に
明
る
い
雰
囲
気

で
、
日
々
笑
い
が
絶
え
な
い
職

場
で
す
。
組
合
員
の
人
た
ち
も

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
な
身

近
な
支
店
で
す
。
組
合
員
の
み

な
さ
ん
に
頼
ら
れ
る
職
員
と
な

れ
る
よ
う
日
々
、
知
識
の
研け
ん

鑽さ
ん

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
美
味

し
い
野
菜
を
購
入
で
き
る
の
が
、
昨
年

開
駅
し
た
道
の
駅
と
よ
は
し
内
に
あ
る

「
あ
ぐ
り
パ
ー
ク
食
彩
村
」
で
す
。

ま
た
管
内
に
は「
さ
さ
ゆ
り
の
里
」が

あ
り
、
5
月
中
旬
頃
か
ら
美
し
い
さ
さ

ゆ
り
が
咲
い
て
い
ま
す
。
遊
歩
道
を
散

歩
し
な
が
ら
さ
さ
ゆ
り
や
太
平
洋
を
眺

後列左から）三竹絵里子、川口敦子、小林綾子、荒深朋香、
松井彩、伊藤多香子

前列左から）太田亮二、上田征晴、大村晴章（支店長）、
水野真志、夏目賢治

い
っ
ぱ
い
穫
れ
ま
す
！

新
鮮
で
美
味
し
い
野
菜
が

高豊支店

夏な
つ

目め 

賢け
ん

治じ

鈴
木
悠
那
さ
ん
は
看
護
学
校
に

通
う
学
生
さ
ん
。「
市
民
病
院
の
近

く
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

看
護
師
と
い
う
職
業
を
身
近
に
感

じ
て
い
ま
し
た
。ナ
ー
ス
姿
に
憧
れ

て
い
た
の
も
看
護
師
を
目
指
す
き
っ

か
け
で
す
」看
護
師
に
な
る
た
め
の

実
習
や
勉
強
は
辛
い
こ
と
や
大
変

な
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、自
分

が
看
護
師
で
働
い
て
い
る
姿
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
頑
張
って
い
る
そ
う
で
す
。

休
日
に
は
友
達
と
出
掛
け
る
こ

と
が
多
い
と
の
こ
と
。「
運
転
は
ち
ょ

っ
と
苦
手
な
の
で
友
達
に
運
転
し

て
も
ら
う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、名

古
屋
ま
で
シ
ョッ
ピ
ン
グ
に
行
っ
た
り

S
N
S
で
お
洒
落
な
カ
フェや
景
色

が
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
行
っ
た

り
し
ま
す
。デ
パ
ー
ト
で
い
ろ
い
ろ
な
化

粧
品
を
買
って
試
し
て
み
る
の
も
好
き

で
す
。自
分
に
あ
う
化
粧
品
を
探
し

な
が
ら
集
め
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
悠
那
さ
ん
、趣
味
は
ピ
ア
ノ

や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
を
す
る
こ
と
。

「
3
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
弾
き
は
じ
め
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
は
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。休
み
の
日
に
家

で
演
奏
し
て
い
ま
す
」

将
来
の
夢
を
聞
く
と「
か
わ
い
い
お

嫁
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。25
歳
ま
で

に
結
婚
し
た
い
で
す
ね
。今
は
母
に
料

理
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
花

嫁
修
業
中
。で
も
相
手
が
ま
だ
い
な
い

の
で
旦
那
様
募
集
中
で
す
！
」と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

豊橋市神野新田町

鈴
すず

木
き

 悠
ゆう

那
な

（22歳）さん

「
か
わ
い
い
お
嫁
さ
ん
に
な
り
た
い
」

撮影場所：向山梅林公園
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グリーンアドバイス

レ
タ
ス
の
仲
間
の
結
球
し
な
い
タ
イ
プ
で
、

和
名
を
チ
リ
メ
ン
チ
シ
ャ
と
い
い
、
赤
葉
品
種

は
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
の
名
で
も
お
な
じ
み
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
あ
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
サ
ラ

ダ
が
楽
し
め
ま
す
。

［
品
種
］
葉
が
赤
い
「
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
」（
サ

カ
タ
の
タ
ネ
）、
と
う
立
ち
の
遅
い
「
晩
抽

レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、
緑

の
「
グ
リ
ー
ン
ウ
エ
ー
ブ
」（
タ
キ
イ
種
苗
）

な
ど
が
お
薦
め
で
す
。
焼
き
肉
を
包
ん
で
食

べ
る
「
チ
マ
サ
ン
チ
ュ
（
青
葉
種
）」（
タ
キ

イ
種
苗
）
も
家
庭
菜
園
向
き
で
す
。

［
栽
培
時
期
］
発
芽
と
成
長
の
適
温
は
15
〜
20

度
な
の
で
、
夏
と
冬
の
栽
培
は
困
難
で
す
。

ま
た
、
5
〜
6
月
の
長
日
期
（
1
日
の
う
ち

昼
の
時
間
が
長
い
季
節
）
は
花
芽
が
で
き
、

と
う
立
ち
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

種
ま
き
適
期
は
3
〜
4
月
と
9
月
で
す
。

［
苗
作
り
］
小
型
ポ
リ
ポ
ッ
ト
や
連
結
ポ
ッ
ト

に
１
カ
所
4
〜
5
粒
を
ま
き
、
そ
の
後
間
引

き
し
て
本
葉
4
〜
5
枚
の
苗
を
作
り
ま
す
。

こ
の
種
は
好
光
性
な
の
で
、
暗
黒
下
で
は
発

芽
し
に
く
い
性
質
が
あ
り
、
種
に
は
土
を
薄

く
掛
け
ま
す
（
図
1
）。
ま
い
た
ら
新
聞
紙

で
覆
い
、
そ
の
上
か
ら
灌
水
（
か
ん
す
い
）

す
る
と
、
土
の
乾
き
も
少
な
く
、
強
い
日
差

し
か
ら
も
守
ら
れ
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
幅
80
〜
90
㎝
の
栽
培
床
に
1

平
方
m
当
た
り
苦
土
石
灰
1
0
0
g
を
ま
き
、

土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。
植
え
付
け
の

1
週
間
前
に
、元
肥
と
し
て
化
成
肥
料
（
N
：

P
：
K
＝
10
：
10
：
10
%
）
1
0
0
g
程

度
と
堆
肥
2
〜
3
㎏
を
施
し
ま
す
（
図
2
）。

色
鮮
や
か
な
サ
ラ
ダ
を
楽
し
む
　
リ
ー
フ
レ
タ
ス

平
畝
を
作
り
、
黒
の
ポ
リ
マ
ル
チ
を
張
り
ま

す
（
図
3
）。
リ
ー
フ
レ
タ
ス
は
葉
の
間
に

土
が
入
り
や
す
い
の
で
、
ポ
リ
マ
ル
チ
を
し

て
、
葉
が
汚
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

［
植
え
付
け
］
条
間
、
株
間
と
も
25
〜
30
㎝
を

取
れ
ば
、
3
0
0
g
ほ
ど
の
大
株
に
な
り
ま

す
。
株
間
を
15
㎝
程
度
に
し
て
小
株
か
ら
収

穫
を
始
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
図
4
）。

［
管
理
］
生
育
期
間
が
短
い
の
で
追
肥
は
不
要

で
す
。
ま
た
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
が
発
生
し

ま
す
が
、
比
較
的
病
害
虫
の
少
な
い
野
菜
で

す
。

［
収
穫
］
リ
ー
フ
レ
タ
ス
は
若
取
り
が
お
い
し

い
の
で
、
利
用
に
応
じ
て
順
次
収
穫
し
ま
す
。

下
葉
を
か
き
取
り
な
が
ら
、
長
く
収
穫
を
楽

し
ん
で
も
良
い
で
し
ょ
う
（
図
5
）。

家庭菜園に挑戦

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎



みんなの笑顔と温泉で癒される和みの旅
山代温泉瑠璃光に泊まる五箇山合掌村と北陸2日間

ふれあい友の会 親睦旅行

1日目は世界遺産に登録されている相倉集落の合
掌造りを見に行きました。歴史を感じるのどかな風景
が広がっており、まるでドラマのセットのような昔なが
らの芧葺きの家屋には懐かしさを覚えました。夜は山
代温泉に入って1日の疲れをしっかりと癒し、2日目に
は松井秀喜ベースボールミュージアムの見学や老舗
かまぼこ屋でかまぼこ作り体験をして楽しみました。
お菓子や海産物などのお土産もたくさん買って帰り、
大満足の2日間でした。

令和元年12月5日㈭～6日㈮津支部大

令和2年1月9日㈭～10日㈮

ふれあい友の会 合同企画

芝支部前・西

北支部・巻石

世界遺産アユタヤとバンコク満喫4日間

令和2年1月14日㈫～17日㈮
石巻支部 北支部

穂高荘山月に泊まる新穂高温泉と飛騨高山満喫2日間

天領酒造でお酒ができるまでの工程を見た後、実
際にその違いを感じながら利き酒を楽しみました。飛
騨水無神社や飛騨高山まつりの森では祭り屋台や世
界一の大太鼓などを見学し、地元の伝統文化に触
れました。夜は飛騨の山奥にある新穂高温泉で大自
然を眺めながら温泉に浸かり、四季折々の味覚を堪
能してのんびりとした贅沢な時間を過ごしました。高
山市内の朝市や古い街並みも散策し、お土産を買っ
たり食べ歩きをして飛騨高山を満喫しました。

エメラルド寺院や涅槃寺、
暁の寺、アユタヤ遺跡など
タイの名所となる寺院や世界遺産を巡りました。バ
ンコク最大最古の王室寺院や全長４６メートルにもな
る大きな涅槃像は、とても迫力があり美しかったです。
本場タイ料理を堪能しながら民族舞踊ディナーショ
ーを楽しんだり、ナイトマーケットでタイスキやカニカ
レー、飲茶などのタイ名物も堪能しました。みんな
で定番のゾウにも乗り、楽しい４日間になりました。

令和元年12月5日㈭～6日㈮岡支部福

令和元年12月3日㈫～4日㈬

西支部 前芝支部

松井選手の足跡を見学しました。

「ゾウに乗ったぞう」

宴会では自慢の歌声を披露 「お土産にカニを買おうかな」
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№274
令和2年4月号
JA豊橋女性部
問合せ・お申込み
☎25-9225

女性部だより

※女性部だよりでの案内は、健康診断募集を除き女性部員向けの募集となっております。女性部へのご加入は最寄りの支店で
手続きを行ってください。（年会費500円、印鑑が必要です）

女性部２泊３日「離島ロマン壱岐島とキリシタンの面影残る平戸」

記念講演のお知らせ

健康料理教室参加者募集

2月18日～20日の3日間で九州の長崎へ行ってき
ました。日の出前の暗い中、セントレアから長崎へ
向かいました。長崎は雪が残っていましたが、快晴
で暖かな日になりました。昼食を食べ、坂道の多い
平戸のキリシタン関連施設、松浦博物館の見学やお
茶室でお抹茶をいただき、早めにホテルに入り、夕
食後、舞踏や歌謡ショーを楽しみました。
２日目は伊万里・有田焼伝統会館、名護屋城博物
館を見学し、昼食は新鮮なイカ・鯖の活造りを食べ、
フェリーで壱岐島に渡り、筒城浜・原の辻一支国王
都復元公園を見学し古代の歴史に感動しました。壱

岐は麦の栽培が盛んで多くの酒蔵があり、試飲や買
い物を楽しみました。ホテルでは地産地消の料理を
食べ唄や踊りで盛り上がりました。
３日目は岳ノ辻展望台で島を一望し猿岩・黒崎砲
台跡の見学、古代の「月延べ石」が収められた月読
神社を参拝し、一支国博物館ではボランティアガイ
ドさんの熱心な説明、島の観光と昼食にウニの釜
飯・壱岐牛をいただき、ジェットホイルで博多に戻
り、福岡空港からセントレア・豊橋に無事に帰りま
した。盛沢山の充実した楽しい親睦旅行でした。
来年の参加をお待ちしております。

☆令和元年度女性部会総会終了後に記念講演を行い
ます。総会に出席されない方でも参加できますが、
事前に予約をお願いします。
開催日時　令和2年5月7日㈭
　　　　　午後2時30分～午後3時30分（予定）

会　　場　JA豊橋　本館1階　会議室
　　　　　（豊橋市野依町字西川５番地）
予約・お問合せ　組合員課（☎25-9225）
講　　演　豊橋天狗連　鶴橋減滅渡（つるはしヘル

メット）さんによる落語です。

☆今回のテーマは「季節の食材コース（春）」です。
開催日　令和2年4月8日㈬
会　場　構造改善センター料理教室（石巻）
開催日　令和2年4月9日㈭
会　場　福岡支店2階料理教室

時　間　午前10時～　　定　員　各20名
講　師　JA愛知厚生連　管理栄養士　
持　物　エプロン、ハンドタオル、筆記用具
参加費　無料（女性部員外500円）
締切日　各開催日の10日前



愛知県警察では、聖火リレーの円滑な運営及び安全の確保を目的とし、各種交通対策に加え、テロ等の不法行為の未然防止対策に努めます。
東京2020オリンピック聖火リレーに コールセンター（東京2020オリンピック聖火リレー愛知県実行委員会）
関するお問い合わせ先 ０５２-４４６-５６８８　受付時間 9：30～17：00（土日祝日を除く）

※但し4/4㈯、4/8㈰は営業しています。
メールでのお問い合わせ　　contact@run-aichi.jp

本年の４月６日、７日に、愛知県内で東京2020オリンピック聖火リレーが開催されます。聖火リレーは、３月26日、福島県を出発し、７月24日の
東京到着までの121日間にかけて行われる東京オリンピック競技大会と一体となったイベントで聖火リレーコース周辺では、多数の観客が見
込まれます。

豊橋警察署だより東京2020オリンピック聖火リレーに伴う

警備・交通規制にご理解とご協力を

「目的が不明確な爆発物の原料となり得る化学物質の大量購入者」、「テロを示唆する言動を発
している者」、「多くの人が集まる駅・空港や繁華街、電気・ガス・水道の関連施設等の周辺に放
置された不審物件並びに不審車両」を発見した場合は速やかに警察官にお知らせください。

～皆様のご理解とご協力をお願いします～

～聖火リレーの成功にはあなたの協力が必要です～

テロ等不法行為の
未然防止のために！

聖火リレーに伴い、県内において、大規模な交通規制が実施されます。自動車の利用を控え、
混雑緩和にご協力をお願いします。交通規制にご理解を！

不審な人物や荷物等を発見するため、警察官が身分や行き先を尋ねたり、持ち物や車のトラ
ンクなどを見せていただくことがありますが、ご理解とご協力をお願いします。警戒警備にご協力を！

県民の皆様へのお願い
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ＪＡ豊橋 自動車課 自動車整備工場（本店敷地内）　TEL（0532）25-3557　担当：伊藤

エンジョイ
カーライフ
JA豊橋 自動車課 知っ●得 情報

４月の

車の室内も快適にしませんか？車の室内も快適にしませんか？
こんにちは。自動車課の伊藤です。
今年も花粉が飛ぶ季節になってきました。花粉症でお悩みの方も多いと思いま

す。そこで今回はエアコンフィルターの交換時期と商品を紹介します。車内に綺麗
な空気を送るためのエアコンフィルター。これを交換せずに、そのままにしてしまう
と風が弱くなったり、嫌な臭いが車内に充満してしまいます。臭いの原因としてはカ
ビや雑菌、花粉等が付着するのが原因として挙げられます。車の中で、嫌な臭い
がしてしまっては、楽しいドライブも台無しになってしまいます。

自動車課では、通常の【脱臭タイプ】と、より高機能な【プレミアムタイプ】の2種
類を取り扱っています。また、2種類
とも花粉だけではなく、PM2.5や
黄砂にも対応しています。

交換時期は、1年または1万キ
ロで交換することをお勧めしてい
ます。エアコンフィルターを清潔に
保って、快適なカーライフを過ごし
ましょう。

脱臭タイプ
◦花粉、ウィルスをがっちりブロック
◦嫌な排ガス臭をカット
◦菌、カビをしっかりガード

プレミアムタイプ
脱臭タイプの機能に加えて
◦アレル物質抑制
◦ペット（アンモニア臭）除去
◦ビタミンC放出（肌に潤いを与えます）

※使用後と新品のフィルターです。
　こんなにも汚れが付着しています！



JAあいちエネルギーからのお知らせ
【ご注意】プリペイドカード有効期限について

大崎給油所のセミセルフ化について

ご利用のプリペイドカードには有効期限がありますので、期限内でのご利用をお願い致します。
【券面記載内容】

●最終入金日から3年を経過すると残高の有無を問わず無効となります。
●有効期限切れカードの返金・再発行はできませんのであらかじめご了承ください。

【 いなみ、神野新田、前芝、石巻、野依 】

◆いつもJA-SSをご利用いただき、誠にありがとうございます。
　諸般の事情により、令和２年４月１日㈬からセミセルフ営業となります。
　営業時間が下記の通りとなります。皆様のご理解、ご協力をお願いします。

※燃料の給油のみで窓ふきサービスはありません。オイル交換やタイヤ交換等の作業は行いません。
　オイルは缶オイル（4L缶、20L缶）のみ販売となります。

これからもJA-SSをよろしくお願いします

 フルサービス営業
営業時間 8：00～19：00（4月～10月） 8：00～18：00（11月～3月・祝日）
定 休 日 日曜日

変更前  セミセルフ営業
営業時間 8：30～17：30（年間） 
定 休 日 火曜日・木曜日・日曜日・祝日

変更後

株式会社JAあいちエネルギー　豊橋エリア大崎SS　☎0532-25-3755
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JA豊橋より
組合員・利用者各位		  令和2年3月

支店窓口の営業時間変更について
日頃より当ＪＡの事業各般にわたりご利用いただき、御礼申し上げます。
この度、支店窓口営業時間を下記の通り変更させていただきます。
組合員はじめ利用者の皆様には、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

豊橋農業協同組合
代表理事組合長　白井 良始

【 現　在 】　令和２年３月３１日㈫まで	 ９：００ ～ １６：００

　　　
【 変更後 】　令和２年４月１日㈬以降	 ９：００ ～ １５：００
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内
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で
探
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■官製ハガキに下記の要領で送ってください。（4月8日必着）『豊橋産　旬の農産物』

※応募ハガキに記入されました住所・氏名などは、賞品の発送以外の目的に使用する
　ことはありません。また、ご本人様の承諾なしに第三者へ提供することはありません。

ま
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ま
ち
が
い
さ
が
し

応募方法今月の賞品

正解者の中から抽選で
3名の方にプレゼント!!

イメージ写真

（違っている部分）

※発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

ドアノブが違う
棚のストーンが1個少ない
ナンバーが違う
ちり取りにリボンが付いて
いる
足先の角度が違う

1…
2…
7…
9…

12…
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◉
小
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…
…
…
…
…
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Ｎ

い
つ
も
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
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そ
の
中
で
も
私
は
、ベ
ジ
タ
ブ
ル
ラ
イ
フ
が
一
番
の

お
気
に
入
り
で
す
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回
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何
の
野
菜
か
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
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養
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何
か
と
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、新
し
い
も

の
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分
け
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存
方
法
な
ど
勉
強
に
な
り
ま
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の
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と
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ま
し
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ご
ざ
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ま
す
。
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知
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。
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。
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っ
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す
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に
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っ
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右
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懸
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迎
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入
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て
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。

台
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と
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て
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す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。



●上記に関するお申し込み・お問い合わせ
　JA愛知厚生連　渥美病院　看護管理室　〒441-3415　愛知県田原市神戸町赤石1番地1
　☎：0531-22-2131（内線2009）　FAX：0531-22-0284
　アクセス：豊橋鉄道渥美線「三河田原」駅下車、徒歩20分。駅より病院玄関前着の豊鉄バス有り

『渥美病院説明会・採用試験』のご案内
2021年度　新規採用者を対象に『病院説明会』を開催いたします。
お気軽にお申し込みください！

＊インターシップは平日いつでも可能です！
　お気軽にご相談ください。

病院説明会 採用試験
開催日時 ●第１回 ４月18日㈯ 10：00～１２：００
 　第２回 5月23日㈯ 10：00～12：00
 　第3回 6月20日㈯ 10：00～12：00
 　第4回 7月18日㈯ 10：00～12：00
 　第5回 8月22日㈯ 10：00～12：00
 ※上記日時以外をご希望の方は個別対応可能です。
場　所 ●渥美病院2階　講議室
内　容 ●病院の概況、看護部教育制度、
 　病院・寮見学（希望者）
 　先輩看護師との交流会 等
申込受付 ●各月開催日の2日前まで受付

↑こちらから
お申し込みください
渥美病院ホームページ

試験日時 ●第1回　5月9日㈯ ９：００～12：3０
 　第2回　6月6日㈯ ９：００～12：3０
 　第3回　7月４日㈯ 9：00～12：30
 　第4回　8月１日㈯ 9：00～12：30
 　第5回　9月５日㈯ 9：00～12：30
 ※上記日時以外をご希望の方は個別対応可能です。
試験会場 ●渥美病院2階　会議室2
試験内容 ●適性検査、小論文、面接
応募書類 ●履歴書、卒業見込証明書、成績証明書、
 　有資格者は看護師等免許証コピー
申込受付 ●各月試験日の前月第４金曜日までに必着

↑詳しくはこちらを
ご覧ください
「看護師募集要項」

見たい! 食べたい! 豊橋農業!

「作ってみよう! いちご大福」
2020年度　第1回

日　　時
会　　場
講　　師
定　　員
参 加 費
持 ち 物
内　　容

応募方法

必要事項

申 込 先

主　　催
後　　援

●令和2年5月11日㈪　午後1時30分～3時
●ライフポートとよはし（豊橋市神野ふ頭町3-22）
●宮野久留美＆岡本睦子（NSA31）
●24名（応募多数の場合は抽選）
●2,500円（材料・容器代として当日集金）
●エプロン、タオル、三角巾、持ち帰り用手提げ袋
●豊橋産のいちごを使い「いちご大福」を作ります。
　また、お茶農家から新茶の美味しい淹れ方を学び試飲・試食をします。
●5月1日㈮締切。往復はがき、メールのどちらかでお申し込みください。
　注）電話での受付は致しておりません。
●参加者全員の〔住所・氏名・年齢・電話番号〕をお知らせください。
　メールアドレスのある方は記載してください。
●東三河農林水産事務所　農業改良普及課
〒440-0833　豊橋市飯村町字高山11-40　☎６３-３５２９
Mail : nsa31nousonseikatu.toyohashi@gmail.com
●愛知県農村生活アドバイザー協会　東三河支部豊橋ブロック
●豊橋市
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JA愛知厚生連より

NSA31だより 食育講座



I n f o r m a t i o n
【 お 知 ら せ 】
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推進企画課より

新型コロナウイルス感染症に関する
ご相談窓口の設置について

当組合では、新型コロナウイルスの感染拡大により
影響を受けられた農業者および農業法人等のお客様か
らの相談にお応えするため、下記のとおり全支店に「相
談窓口」を設置しましたのでお知らせします。

当組合は、今後も地域農業の支援に積極的に取り組
むとともに、円滑な資金需要にお応えできるように努
めてまいります。

と　　き◦令和2年3月5日㈭～　当面の間
平日　午前9時から午後4時
（令和2年4月1日からは午後3時）まで

と こ ろ◦全支店

相談内容◦新型コロナウイルスにより影響を受けた農
業者および農業法人のお客様を対象に、農
業経営に必要な資金に関するご相談、返済
条件の変更などに関するご相談

問 合 先◦JA豊橋　金融部　推進企画課
　☎︎25-9221（直通）

令和2年2月28日㈮午後1時30分より本店3階第一研
修室で開かれた。

協 議 事 項

1 ）	令和元年度県常例検査の結果について

2）	延滞債権処理方針について

3）	理事に対する利益相反取引について

4）	理事に対する利益相反取引について

5）	理事に対する利益相反取引について

原案通り承認されました。

理事会だより

葬祭事業の経済連への全面移管について
JA豊橋　葬祭事業につきまして皆様にご愛顧いただ

いて参りましたが、諸般の事情により、令和2年3月
末を持ちまして業務を終了する運びとなりました。皆
様の長年に渡るご厚情に心から感謝申し上げます。

今後につきましては、JAあいち経済連（葬祭総合課）
がJA葬祭あいちコールセンターとして業務運営して
まいりますのでご利用をお願いいたします。

JA豊橋　生活燃料課

生活燃料課より

人・農地プランの更新について
「人・農地プラン」とは、地域が抱える「人と農地

の問題」を今後解決していくためのプランです。
次回の更新を行うため、以下の日程で説明会及びプ

ラン更新案の閲覧を実施します。

説明会
と　き◦令和2年4月28日㈫ 午前10：30

ところ◦豊橋市役所  東館8階  83会議室

定　員◦40人　※申し込みは不要です。
当日は農地中間管理事業の説明会も併せて
実施します。

プラン更新案の閲覧
と　き◦令和2年4月28日㈫～5月8日㈮

ところ◦市役所農業企画課窓口（西館3階）

対　象◦市内農家台帳登録者（本人及び同一世帯員に
限ります。また、運転免許証等本人確認ので
きる身分証をお持ちください。）

問合先◦豊橋市役所農業企画課　☎51-2458

市役所農業企画課より

市役所農業支援課より

農地からの土壌の流出防止に努めてください!
昨今、異常気象による局地的な大雨が頻発している

ことから、今後も農地からため池・農道・用排水路等
の公共施設への土壌の流出が懸念されます。

これら農業者共有の財産を保全するためにも、農地
の境界付近における土留めや適度な草地の維持による
土壌流出の防止に努めていただくようお願い申し上げ
ます。

問合先◦豊橋市役所農業支援課　☎51-2474
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た
村
人
は
、
年
貢
を
ま
け

て
も
ら
う
し
か
生
き
て
い
く
道
は
な
い
と
思
い
つ
め
、

源
吉
の
も
と
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
お
役
人
さ
ま
に
年
貢
を
免
じ
て
く
れ
る
よ
う
に

頼
ん
で
く
だ
せ
え
」「
で
な
い
と
、
お
ら
た
ち
ゃ
あ
、

む
し
ろ
旗ば

た

を
・
・
」
と
言
い
か
け
た
時
、
源
吉
は
、

村
人
の
言
葉
を
さ
え
ぎ
り
、

「
そ
れ
以
上
言
う
な
。
み
な
さ
ん
の
苦
し
み
は
私
の

苦
し
み
だ
。
任
せ
て
く
だ
さ
ら
ん
か
」

と
低
い
声
で
き
っ
ぱ
り
と
言
い
ま
し
た
。

源
吉
は
、
近
隣
の
村
々
の
庄
屋
に
相
談
を
持
ち
掛

け
、
み
ん
な
で
藩は

ん

主し
ゅ

・
松ま

つ

平だ
い
ら

氏し

に
年
貢
を
免
じ
て

く
れ
る
よ
う
に
申
し
出
ま
し
た
。
役
人
は
、
こ
れ
を

許
さ
ず
、

「
け
し
か
ら
ん
。
藩
主
が
免
ず
る
と
申
さ
ぬ
に
。
さ

ら
な
る
訴
え
は
、
お
上
の
命
令
に
背そ

む

く
も
の
。
獄ご

く

に

入
れ
る
ぞ
」
と
お
ど
し
た
の
で
、
他
の
庄
屋
は
願
い

を
取
り
下
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

源
吉
は
屈
す
る
こ
と
な
く
、

「
死
を
恐
れ
て
、
ど
う
し
て
こ
の
お
願
い
が
で
き
ま

し
ょ
う
や
。
願
い
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
の
な
ら
、

臨り
ん

済ざ
い

寺じ

山さ
ん

（
吉よ

し

田だ

藩は
ん

の
死
刑
執
行
場
）
へ
お
連
れ
下

さ
い
」

と
言
い
き
り
ま
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
何
度
も
足
を

運
ん
で
訴
え
つ
づ
け
た
の
で
、
藩
主
は
、
検
見
を
す

る
よ
う
役
人
に
命
じ
、「
年
貢
百
三
十
八
石
を
減げ

ん

じ

る
」
と
い
う
知
ら
せ
を
届
け
ま
し
た
。

村
人
の
喜
び
も
つ
か
の
間
、
源
吉
は
命
令
に
叛そ

む

い

た
罪
で
死
刑
を
宣
告
さ
れ
、
牢ろ

う

獄ご
く

に
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
源
吉
の
後
を
追
っ
か
け
た
村
人
は
、

「
庄
屋
さ
ま
を
死
な
せ
て
な
る
も
ん
か
。
待
っ
て
い

て
く
だ
せ
え
」

と
叫
び
ま
し
た
。
知
ら
せ
を
聞
い
て
駆
け
つ
け
た
村

人
た
ち
は
、

「
今
こ
そ
、
お
ら
ん
と
う
が
立
ち
上
が
る
時
だ
。
み

な
の
衆し

ゅ
う
、
心
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
ぞ
」

と
固
く
誓ち

か

い
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
足
で
悟ご

真し
ん

寺じ

・

龍り
ゅ
う

拈ね
ん

寺じ

・
東

ひ
が
し

別べ
つ

院い
ん

三さ
ん

坊ぼ
う

の
和お

尚し
ょ
う
さ
ま
と
連
れ
立
っ

て
役
場
に
行
き
、
源
吉
の
刑
を
減
ら
す
よ
う
懇こ

ん

願が
ん

し

ま
し
た
。
村
人
た
ち
の
強
い
気
持
ち
が
通
じ
た
の
か
、

源
吉
は
五
年
後
に
許
さ
れ
、
村
へ
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

で
す
が
、
長
い
獄ご

く

中ち
ゅ
う

暮ぐ

ら
し
の
た
め
病や

ま

い
の
床と

こ

に

伏
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
も
う
三
年
も
寿
命
が
あ
っ
た
ら
畑ち

租そ

を
減
ら
し
て

も
ら
っ
て
、
村
の
衆
を
も
っ
と
幸
せ
に
で
き
た
で
あ

庄屋源吉
高師・芦原地区高師・芦原地区

円
通
寺
に
源
吉
を
た
た
え
る

頌
し
ょ
う

徳と
く

碑ひ

が
あ
り
ま
す

年
明
け
か
ら
徐
々
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
全
国
各
地
で
拡
大
し
て
き
て
、「
穂
の
国
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
」
や
女
性
部
会
の
行
事
が
中
止
に
な
る

な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
が

出
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
や
消
毒
液
が
店
頭
か
ら
な

く
な
る
な
ど
何
気
な
い
日
常
風
景
も
変
わ
り
ま
し

た
。
し
か
も
デ
マ
の
拡
散
に
よ
り
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
買
い
だ
め
、
さ
ら

に
「
お
湯
を
飲
む
と
感
染
を
防
げ
る
」
な
ど
呆
れ
た

情
報
ま
で
流
れ
る
始
末
。
こ
ま
め
に
う
が
い
、
手
洗

い
を
し
て
睡
眠
・
栄
養
を
十
分
に
摂
り
、
体
の
免
疫

力
を
ア
ッ
プ
し
て
大
人
し
く
収
束
す
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。
い
つ
か
「
世
の
中
、
あ
ん
な
に
騒
い
で
い

た
な
ぁ
」と
懐
か
し
く
思
う
と
き
が
来
ま
す
よ
！	

か

やしょう
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※
参
考
文
献「
片
身
の
ス
ズ
キ
」豊
橋
の
民
話
を
語
り
つ
ぐ
会

ろ
う
に
。
そ
れ
が
で
き
な
い
の
が
心
残
り
だ
」

と
言
い
終
え
る
と
源
吉
は
目
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
の

時
、
源
吉
は
ま
だ
二
十
五
歳
で
し
た
。

きちげん


